
鳥取県自主防災活動アドバイザーって？

鳥取県自主防災活動アドバイザー

県内の自主防災活動の促進を図るため、防災に関する専門的な知識及び経験

を有する方や、地域で自主防災活動に取り組まれている方等を「鳥取県自主防

災活動アドバイザー」として登録し、地域で開催される防災研修会や防災訓練等

で講演、助言等を行っていただいています。

詳しくはこちら☞
（鳥取県HP）

大学教授、防災士、その他有識者 など １６６名登録者
※R8.4.1時点

・災害の基礎・専門知識

・自主防災活動（取り組み事例など）

・日ごろの備え（地域に沿った対策）

・HUG（避難所運営ゲーム）の実施

など

防災学習・研修の講師からワークショップのファシリテーターなど幅広く活動！

自治会・自主防災会

市町村・企業

PTA・親子会 など

[主な申込団体]

R5 R6 R7

[主な支援メニュー]

R5年度からR7年度で
申込件数が

２倍に増加！



鳥取県自主防災活動アドバイザー

詳しくはこちら☞
（鳥取県HP）

H12年の鳥取県西部地震の被災経験から「震災は忘
れたころにやって来る。建築士として防災のために
何ができるのか」を意識し、防災活動の展開の一助と
なるよう継続して活動しています。

Q.活動を始めたきっかけは？

Q.活動の特徴は？

「防災は1人の100歩より100人の1歩」という思い

から女性や障がいのある方、高齢者など、多様な人

が防災に参加できるよう、楽しみながら防災につい

て学ぶためにはどうしたらよいか考え、動画・効果音

の使用や時事の反映等、趣向を凝らした内容を実施

しています。

また、始める前に参加者に災害のイメージを持って

もらうことを大切にしており、いろいろな立場の人

の目線から防災を考え、わかりやすく伝えることを

心掛けています。

Q.防災学習で大切にしていることは？

DIG（災害図上訓練）とHUG（避難所運営ゲーム）
を中心に参加者が話し合いながら自分で気づく
ワークショップを行っています。資料にも画像や音
を入れるようにしており、「目」と「耳」の両方から伝
えています。

鳥取県建築士会女性委員会
とっとりけん けんちくしかい じょせいいいんかい

・H30年度登録
＜得意分野＞＜プロフィール＞
・DIG、HUGなどの
ワークショップ

・R6年防災功労者
防災担当大臣表彰受賞

漆原 和弘 さん
うるしばら かずひろ

Q.なぜアドバイザーに？

消防士として働いていた時に感じた「イメージ
と本番は違うこと」を県民の皆さんに伝え、災
害への備え、防災に興味を持ってもらいたいと
思いました。

Q.これからの目標は？

学校の児童・生徒さんに対して防災の話をして
いきたい。先生も含めて学校の避難訓練をより
良い訓練にしたいと思っています！

Q.やりがいを感じる瞬間は？

Q.注力していることは？

皆さんと共にいつ、どう行動するかを考え、『災
害から誰も取り残さず、災害によって亡くなる
方を出さない！災害に強い町づくり、地域づく
り』を目指しています！

山本 實 さん
やまもと みのる

ア バ イ

講演を行った後に防災に対する意識（関心）を
持っていただけれたことを感じたとき。
過去に講師を行った団体から再度申込があり、
アドバイスを行った点が改善されていたとき。・R3年度登録

・元消防職員

＜得意分野＞

＜プロフィール＞

・避難訓練指導
・HUG

・R６年度登録
・元気象庁職員

＜得意分野＞

＜プロフィール＞

・気象防災
・HUG

ザ ー 介紹ド


